
戦評
生田のスローオフで試合開始。鶴城４番カットインで先制。鶴城は、相手のミスを逃さず、速攻
やスピードに乗った攻めに繋げ８連取し、前半７分９点差となったところで、生田のタイムアウ
ト。生田は、５番のロングシュートで果敢に攻めるも得点を詰めることができない。前半８分鶴
城に退場者が出るも、鶴城の勢いは止まらない。生田も５番のロングシュートで流れをつかもう
とするも、鶴城は堅守速攻で得点を重ね、点差を広げる。鶴城２９－生田５で前半を折り返す。
後半の立ち上がり、鶴城のリズミカルなパス回しから多彩な攻撃を展開し、得点を重ねる。後
半７分生田に退場者が出る。その間、鶴城はDF２人が高い位置で守り、攻撃的な守備をし速
い攻めに繋げる。生田５番ロングシュートやカットインや６番のサイドシュートで追い上げを図る
も、鶴城のフットワークを生かした堅守速攻は後半になっても止まることはなく、そのまま得点
を着実に積み重ね、鶴城５４－生田１０で鶴城が快勝し、準決勝へ駒を進める。
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　前半は大分のスローオフで試合開始。前半１分、大分の９番が先制点をあげる。塩山は積極
的な守備から速攻などで攻撃を組み立てる。大分も１１番の連続得点などで試合の流れをつ
かもうとするが、塩山２番の豪快なミドルシュートが決まり前半７分には、塩山　７－５　生田と
なる。大分はタイムアウトを申請。流れをつかもうと大分はポストを使った攻撃を組み立て点差
を詰めていく。塩山も６番と２番を中心とした攻撃で一進一退の攻防になった。前半終了間際に
大分が退場者を出し、塩山２番がシュートを決め、塩山 １２－１０ 大分で前半を折り返す。後
半開始時は数的有利な塩山が大分９番、１１番にマンマークし、試合の流れをつかもうとする
が塩山にも退場者が出て流れをつかめない。すると、大分はＧＫを中心とした守備から速攻で
得点を重ねて逆転する。後半９分には大分 １８－１２ 塩山となり、塩山がタイムアウトを申請す
る。その後、塩山は点差をつめようと７人攻撃や再び大分９番、１１番にマンマークにつくが大
分７番、１０番の個人技からの得点など、攻撃を止めることができない。最後まで塩山２番を中
心に攻撃を組み立てるが、自分たちのミスが重なり点差は開いてしまった。最初は初戦からの
硬さが見られた大分だったが徐々に自分たちのプレーを取り戻し、大分 ３２－２２ 塩山で逆転
勝ちを収めた。
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